
［Vol.09］
平成28年11月発行

［発行］
宮崎県総務部 危機管理局 消防保安課
〒880-8501 宮崎市橘通東2丁目10番1号
TEL0985-26-7627 / FAX0985-26-7304

［企画編集・デザイン・印刷］
株式会社 宮崎南印刷
〒880-0911 宮崎市大字田吉350番1号
TEL0985-51-2745 / FAX0985-52-2682

地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」
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地域の安全のために『一致団結！』

地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

宮崎県消防団だより「ダン!!」

宮崎県には、14,793人（平成28年4月1日現在）の消防団
員が、それぞれの職業を持ちながら、火災・地震・風水害か
ら住民の生命と財産を守るためがんばっています。あなた
も、消防団員として活動しませんか？
詳しくは、お住まいの市町村にお問い合わせください。

一人暮らしの高齢者宅を訪
問しての防火点検だったり、
子どもを対象にした防災教
室また、人口呼吸や応急手
当の普及指導など、細やか
な視点を活かしての防災啓
発などを行なっています。

求ム、消防団員!
私にもできることが
あったんだ。

消防団だより「DAN!!」は紙と電子BOOKだけではない！ 
HPのように紙情報をWEBへと展開。さらに読みやすくパワーアップ。

女性の団員も増えています！

団したのは将来実家を継ぐため
に東京から帰って来た20歳の

時。私たちの団では年2回、火床検査
といって各戸を訪問して家の危険箇所
などを見て回ります。同じ地域にいな
がら接する機会のなかった方など、地
域とのつながりができたのが、私に
とって何よりの財産。入団したことで、
仕事でも普段の生活でも、まわりのこ
とを考え、思いやりを持てるように
なったと感じています。

入
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団したのは将来実家を継ぐため
歳の

時。私たちの団では年2回、火床検査
といって各戸を訪問して家の危険箇所
などを見て回ります。同じ地域にいな
がら接する機会のなかった方など、地
域とのつながりができたのが、私に
とって何よりの財産。入団したことで、
仕事でも普段の生活でも、まわりのこ
とを考え、思いやりを持てるように
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消防団だより「DAN!!」
特設サイトへ

過去のアーカイブも
WEB記事として閲覧可能です

スマホやタブレットはこちらから。

［特集1］屋内消火栓体験訓練リポート

宮崎大学学生消防隊始動
宮崎大学の５つ目の学部として平成28年に新設さ
れた地域資源創生学部。地域づくりのリーダーを
育てるこの学部で、「地域の防災を担いたい！」と
いう学生有志が集まり、サークル『宮大学生消防
隊』が発足しました。ここではメンバーが宮崎…

総務省消防庁のホームページ
http://www.fdma.go.jp/

宮崎県防災・危機管理情報のホームページ
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-kikikanri/
kurashi/bosai/bosai_kikikanri_joho.html

消防防災関連
情報！！

［特集1］屋内消火栓操法訓練リポート

［特集2］平成28年熊本地震における御船町消防団の活動

宮崎大学学生消防隊始動

災害時に発揮される
消防団の力

電子ブック

「DAN!!」Vol.1

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.2

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.3

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.4

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.5

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.6

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.7

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.8

PDF

［特集2］熊本地震における御船町消防団の活動

災害時に発揮される消防団の力
平成28年4月14日21時26分以降に発生した熊本
県を中心とする一連の地震活動により、家屋の倒
壊や大規模な土砂崩れなど甚大な被害が発生。各
消防団は、震災直後から消火・救助活動、安否確
認及び避難誘導を行うとともに、避難所での活動

S P E C I A L  I S S U E

M O V I E

B A C K  N U M B E R

消防団ってどんなことするの？
都農町消防団に潜入レポート

久保雪ちゃんが本音に迫る！
団員座談会

女性だけの消防団をご存知ですか？
日南市女性消防部訪問

１泊２日親子で学ぶ防災キャンプ
消防団による出前講座

走れ! レッドホーク!
えびの市消防団防災バイク隊

変身! FIRE FIGHTERS
都城市消防団高城方面隊

全国女性消防操法大会に
出場してきました！

電子BOOKは
こちら!!

PDF版

消防団員募集
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延岡市消防団女性消防隊 活動リポート

消防団の定員を40名
大幅増員！

その裏に込められた綾町消防団の思い

地域を守る！親子で守る！
西米良村消防団第3部 濵砂さんファミリー

結束力で乗り越えた危機
新燃岳噴火における高原町消防団の活動

検索消防DAN

43

学生消防団活動認証制度

　
10
月
某
日
、
宮
崎
南
消
防
署
に

は
、
９
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

し
た
。
サ
ー
ク
ル
自
体
が
発
足
し

て
間
も
な
い
中
、
今
回
の
訓
練
は

南
消
防
署
の
全
面
協
力
の
も
と
で
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
初
は
さ

す
が
に
み
な
緊
張
の
面
持
ち
。
訓
練

が
始
ま
る
と
、
署
員
の
一
挙
手
一
投

足
を
見
逃
す
ま
い
と
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
屋
内
消
火
栓
操
法
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
屋
内
消
火
栓
の
仕
組
み

や
基
本
的
な
動
作
に
つ
い
て
、
署
員

か
ら
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
は
消
火
栓
を
開
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？ 

こ
の
消
火
栓
は

学
校
や
大
き
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
で
、
15
m
の

ホ
ー
ス
が
２
つ
入
っ
て
い
て
、
火
災

の
際
は
２
つ
を
つ
な
げ
、
30
m
の

ホ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
消
火

栓
の
中
に
は
30
m
の
ホ
ー
ス
が
１
本

丸
ま
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
」（
署
員
）。
メ
ン
バ
ー

は
み
な
消
火
栓
を
開
け
た
経
験
が
な

い
そ
う
で
「
小
学
生
の
時
に
先
生
か

ら
遊
び
で
開
け
て
は
ダ
メ
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、
中
を
見
た
の
は
初
め

て
で
す
」「
中
は
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
る
ん
で
す
ね
！
」
と
興
味
津
々
。

署
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
メ
ン
バ
ー
も
ホ
ー
ス
を
30
m
先

ま
で
運
び
、放
水
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
を
抱
え
た
椎
屋
さ
ん
は

「
ホ
ー
ス
を
抱
え
た
の
も
初
め
て
。

は
た
か
ら
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
で

以
来
な
の
で
、と
て
も
新
鮮
で
し
た
」

と
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。

　
最
後
は
署
員
の
皆
さ
ん
の
計
ら
い

で
、
は
し
ご
車
に
試
乗
で
き
る
こ
と

に
。
約
20
ｍ
の
高
さ
に
上
昇
し
た
メ

ン
バ
ー
は
口
々
に
「
高
ー
い
！
」「
う

わ
ー
！
」な
ど
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
、

下
で
待
つ
メ
ン
バ
ー
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、
滅
多
に

で
き
な
い
体
験
に
大
喜
び
で
し
た
。

　
設
立
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
竹
田

卓
生
さ
ん
は
、
学
生
が
消
防
団
で
活

動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
万
が
一
の

時
に
動
け
る
メ
ン
バ
ー
が
常
に
学
内

に
居
続
け
る
こ
と
が
大
学
や
周
辺
地

域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
る
と
話

し
ま
す
。「
そ
の
た
め
に
も
、
み
ん

な
が
地
元
の
消
防
団
で
活
動
し
な
が

ら
、
学
内
で
も
消
火
栓
を
使
っ
た
訓

練
な
ど
を
継
続
し
て
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
が
理
想
で
す
。
災
害
の
時
に

本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
地
域
に

住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
」（
竹

田
さ
ん
）。
将
来
は
公
務
員
や
消
防

士
な
ど
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材

に
な
り
た
い
と
口
を
揃
え
る
メ
ン

バ
ー
。
本
県
の
地
域
防
災
を
担
う
未

来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
に
使
え
る
よ
う
に
訓
練
し
て

お
か
な
く
て
は
、
と
思
い
ま
し
た
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
操
法
訓
練
の
後
は
、
水
消
火
器
に

よ
る
消
火
訓
練
。
ま
ず
署
員
か
ら
消

火
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
ま
し
た
。「
消
火
器
は
、

一
家
に
１
台
は
用
意
し
て
お

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
消
火
器
は

１
年
に
１
回
ぐ
ら
い
は
こ
う

し
て
（
顔
の
辺
り
ま
で
持
ち

上
げ
て
）
振
っ
て
あ
げ
る
と

長
持
ち
す
る
ん
で
す
よ
」（
署

員
）。
訓
練
で
は
メ
ン
バ
ー

が
代
わ
る
代
わ
る
消
火
器
を

手
に
し
、
火
元
と
見
立
て
た

コ
ー
ン
に
向
か
っ
て
放
水
し

ま
し
た
。
挑
戦
し
た
原
田
さ

ん
は
「
小
学
校
の
防
火
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
に
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は

地
域
に
住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
。

　
宮
崎
大
学
の
５
つ
目
の
学
部
と
し
て
平
成
28
年
に
新
設
さ
れ
た
地
域
資

源
創
成
学
部
。
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
の
学
部
で
、「
地
域

の
防
災
を
担
い
た
い
！
」
と
い
う
学
生
有
志
が
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
『
宮

崎
大
学
学
生
消
防
隊
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎

南
消
防
署
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
体
験
訓
練
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

［特集1］

隊員は、男性7名、女性5名の計12名。全員、宮崎大学地域資源創成学部の
1年生です。

宮崎南消防署の隊員から消火栓について説明を受
けるメンバー。みな開けた経験がなく、興味津々。

訓練用の水消火器を使っての消火器訓練。「火事だ！」という
声を合図に、火元に見立てたコーンに向かって放水！

15mのホースを2本つなぎ、火元へとダッシュ。
隊員のきびきびとした模範動作に一同感嘆の声！

ホースを抱えて30m先へ…と、途中でホースが落ちそ
うに。「ここをもっとこう抱えて…」と隊員も走りなが
ら指導。

学生消防隊隊員

椎屋 絢音さん

　消防団員の平均年齢が上昇する中、地域
の防災を支える貴重な人材として期待され
ているのが大学生です。宮崎市では大学生
の消防団活動への参加を促すため、平成28
年6月1日から「宮崎市学生消防団活動認証
制度」を開始しました。
　この制度は、①大学生の消防団入団を促
すこと、②入団して活動する大学生の就職活
動を支援すること、という2つの目的があり
ます。認証の条件は（1）大学生、大学院生、
専修学校生および各種学校生(以下、大学生
など)が対象、（2）在学中に消防団員として
1年以上継続的に消防団活動を行った場合
や、消防団活動で特に優れた功績があった
場合、となっています。企業にとっては認
証を受けた大学生などを採用することで、
災害発生時の早期対応が期待でき、危機管
理体制の強化がはかれるというメリットが
あります。
　定員の都合はありますが、基本的には18
歳以上の健康な人なら誰でも入団すること
ができます。
　県内では、ほかに綾町でも導入していま
す。

　宮崎県内の消防団では、年齢18歳以上で
消防団活動に参加できる人を募集していま
す。団員の年齢層は幅広く、自営業者、サラ
リーマン、学生、主婦など様々な人が集まっ
ています。入団希望者は、お住いの市町村役
場又は消防本部へお問い合わせください。

求ム！学生消防団員

学内の消火栓を使う
など、学内でできる
防災活動に取り組み
ます！

消防団の活動を通じ
て、将来は救急救命
士の資格取得を目指
します！

学生消防隊隊長

しい や あや ね

たけ だ とおい

宮崎市消防団木花分団 第5部所属

宮崎市消防団女性分団 所属

竹田 卓生さん

宮崎大学学生消防隊始動
屋内消火栓操法訓練リポート

紙版：消防団だより「DAN!!
」特集ページ

地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

［特集2］屋内消火栓体験訓練リポート

宮崎大学学生消防隊始動

いざという時に本当に頼りになるのは地域に住む消防団員だと思います。

　宮崎大学の５つ目の学部として平成28年に新設された地域資源創生学部。地
域づくりのリーダーを育てるこの学部で、「地域の防災を担いたい！」という学
生有志が集まり、サークル『宮大学生消防隊』が発足しました。ここではメンバー
が宮崎南消防署の協力を得て行った体験訓練の様子をリポートします。

　10月某日、宮崎南消防署には、９名のメンバーが集まりました。サークル自体
が発足して間もない中、今回の訓練は南消防署の全面協力のもとで行われるこ
ともあって、最初はさすがにみな緊張の面持ち。それでも訓練が始まると、隊員
の一挙手一投足を見逃すまいと、真剣なまなざしで追う姿が見られました。
　訓練は消火栓を使った操法からスタート。きびんな動作を繰り返し重ねてい
くふだんの操法訓練とは異なり、消火栓の仕組みや基本的な動作を学ぶ和やか
なムードで進行しました。「皆さんは消火栓を開けたことがありますか？ この
消火栓は学校や大きなスーパーなどに設置されているタイプで、15mのホース

S P E C I A L  I S S U E

全国女性消防操法大会に
出場してきました！

電子BOOKは
こちら!!
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延岡市消防団女性消防隊 活動リポート

消防団の定員を40名
大幅増員！

その裏に込められた綾町消防団の思い

地域を守る！親子で守る！
西米良村消防団第3部 濵砂さんファミリー

結束力で乗り越えた危機
新燃岳噴火における高原町消防団の活動

地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

新燃岳噴火における高原町消防団の活動

結束力で乗り越えた危機

　平成23年１月26日（水）15時40分。噴火とともに、上空高く噴煙を上げる新燃
岳。澄んだ空にはっきりと稜線を描いていた高千穂峰の姿は、あっという間に煙の
なかに消えてしまった。
　この様子を、火口から９㎞ほどのところにある自宅の２階から見ていた高原
町消防団長の弘田留助さんは、足が震えるのを止められなかったといいます。
　「本当に突然の出来事でした。前年の８月と９月に小規模な爆発があったので
すが、それ以降は何事もなかったので、まったく警戒をしていませんでした。新燃
岳は昭和34年に水蒸気爆発をおこしているのですが、今回のように噴煙を上げて
の噴火は、私を含め、みんな初めての経験でした。」と当時を振り返る弘田団長。

　その日の深夜には、さらに火山活動が活発になり、高原町は保健福祉センター
を自主避難場所として開放しました。　「火口からは火柱が上がり、地響きと空振
が一晩中続きました。27日の未明から、火口より６㎞ほどに位置する皇子地区の町

S P E C I A L  I S S U E

全国女性消防操法大会に
出場してきました！

電子BOOKは
こちら!!

PDF版

消防団員募集

ARC H I V E S

延岡市消防団女性消防隊 活動リポート

消防団の定員を40名
大幅増員！

その裏に込められた綾町消防団の思い

地域を守る！親子で守る！
西米良村消防団第3部 濵砂さんファミリー

結束力で乗り越えた危機
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ました
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った体
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トします
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紙面から
WEBへ
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10
月
某
日
、
宮
崎
南
消
防
署
に

は
、
９
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

し
た
。
サ
ー
ク
ル
自
体
が
発
足
し

て
間
も
な
い
中
、
今
回
の
訓
練
は

南
消
防
署
の
全
面
協
力
の
も
と
で
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
初
は
さ

す
が
に
み
な
緊
張
の
面
持
ち
。
訓
練

が
始
ま
る
と
、
署
員
の
一
挙
手
一
投

足
を
見
逃
す
ま
い
と
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
屋
内
消
火
栓
操
法
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
屋
内
消
火
栓
の
仕
組
み

や
基
本
的
な
動
作
に
つ
い
て
、
署
員

か
ら
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
は
消
火
栓
を
開
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？ 

こ
の
消
火
栓
は

学
校
や
大
き
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
で
、
15
m
の

ホ
ー
ス
が
２
つ
入
っ
て
い
て
、
火
災

の
際
は
２
つ
を
つ
な
げ
、
30
m
の

ホ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
消
火

栓
の
中
に
は
30
m
の
ホ
ー
ス
が
１
本

丸
ま
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
」（
署
員
）。
メ
ン
バ
ー

は
み
な
消
火
栓
を
開
け
た
経
験
が
な

い
そ
う
で
「
小
学
生
の
時
に
先
生
か

ら
遊
び
で
開
け
て
は
ダ
メ
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、
中
を
見
た
の
は
初
め

て
で
す
」「
中
は
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
る
ん
で
す
ね
！
」
と
興
味
津
々
。

署
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
メ
ン
バ
ー
も
ホ
ー
ス
を
30
m
先

ま
で
運
び
、放
水
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
を
抱
え
た
椎
屋
さ
ん
は

「
ホ
ー
ス
を
抱
え
た
の
も
初
め
て
。

は
た
か
ら
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
で

以
来
な
の
で
、と
て
も
新
鮮
で
し
た
」

と
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。

　

最
後
は
署
員
の
皆
さ
ん
の
計
ら
い

で
、
は
し
ご
車
に
試
乗
で
き
る
こ
と

に
。
約
20
ｍ
の
高
さ
に
上
昇
し
た
メ

ン
バ
ー
は
口
々
に
「
高
ー
い
！
」「
う

わ
ー
！
」な
ど
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
、

下
で
待
つ
メ
ン
バ
ー
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、
滅
多
に

で
き
な
い
体
験
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

設
立
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
竹
田

卓
生
さ
ん
は
、
学
生
が
消
防
団
で
活

動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
万
が
一
の

時
に
動
け
る
メ
ン
バ
ー
が
常
に
学
内

に
居
続
け
る
こ
と
が
大
学
や
周
辺
地

域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
る
と
話

し
ま
す
。「
そ
の
た
め
に
も
、
み
ん

な
が
地
元
の
消
防
団
で
活
動
し
な
が

ら
、
学
内
で
も
消
火
栓
を
使
っ
た
訓

練
な
ど
を
継
続
し
て
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
が
理
想
で
す
。
災
害
の
時
に

本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
地
域
に

住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
」（
竹

田
さ
ん
）。
将
来
は
公
務
員
や
消
防

士
な
ど
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材

に
な
り
た
い
と
口
を
揃
え
る
メ
ン

バ
ー
。
本
県
の
地
域
防
災
を
担
う
未

来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
に
使
え
る
よ
う
に
訓
練
し
て

お
か
な
く
て
は
、
と
思
い
ま
し
た
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

操
法
訓
練
の
後
は
、
水
消
火
器
に

よ
る
消
火
訓
練
。
ま
ず
署
員
か
ら
消

火
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
ま
し
た
。「
消
火
器
は
、

一
家
に
１
台
は
用
意
し
て
お

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
消
火
器
は

１
年
に
１
回
ぐ
ら
い
は
こ
う

し
て
（
顔
の
辺
り
ま
で
持
ち

上
げ
て
）
振
っ
て
あ
げ
る
と

長
持
ち
す
る
ん
で
す
よ
」（
署

員
）。
訓
練
で
は
メ
ン
バ
ー

が
代
わ
る
代
わ
る
消
火
器
を

手
に
し
、
火
元
と
見
立
て
た

コ
ー
ン
に
向
か
っ
て
放
水
し

ま
し
た
。
挑
戦
し
た
原
田
さ

ん
は
「
小
学
校
の
防
火
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
に
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は

地
域
に
住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
。

　

宮
崎
大
学
の
５
つ
目
の
学
部
と
し
て
平
成
28
年
に
新
設
さ
れ
た
地
域
資

源
創
成
学
部
。
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
の
学
部
で
、「
地
域

の
防
災
を
担
い
た
い
！
」
と
い
う
学
生
有
志
が
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
『
宮

崎
大
学
学
生
消
防
隊
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎

南
消
防
署
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
体
験
訓
練
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

［特集1］

隊員は、男性7名、女性5名の計12名。全員、宮崎大学地域資源創成学部の
1年生です。

宮崎南消防署の隊員から消火栓について説明を受
けるメンバー。みな開けた経験がなく、興味津々。

訓練用の水消火器を使っての消火器訓練。「火事だ！」という
声を合図に、火元に見立てたコーンに向かって放水！

15mのホースを2本つなぎ、火元へとダッシュ。
隊員のきびきびとした模範動作に一同感嘆の声！

ホースを抱えて30m先へ…と、途中でホースが落ちそ
うに。「ここをもっとこう抱えて…」と隊員も走りなが
ら指導。

学生消防隊隊員

椎屋 絢音さん

　消防団員の平均年齢が上昇する中、地域
の防災を支える貴重な人材として期待され
ているのが大学生です。宮崎市では大学生
の消防団活動への参加を促すため、平成28
年6月1日から「宮崎市学生消防団活動認証
制度」を開始しました。
　この制度は、①大学生の消防団入団を促
すこと、②入団して活動する大学生の就職活
動を支援すること、という2つの目的があり
ます。認証の条件は（1）大学生、大学院生、
専修学校生および各種学校生(以下、大学生
など)が対象、（2）在学中に消防団員として
1年以上継続的に消防団活動を行った場合
や、消防団活動で特に優れた功績があった
場合、となっています。企業にとっては認
証を受けた大学生などを採用することで、
災害発生時の早期対応が期待でき、危機管
理体制の強化がはかれるというメリットが
あります。
　定員の都合はありますが、基本的には18
歳以上の健康な人なら誰でも入団すること
ができます。
　県内では、ほかに綾町でも導入していま
す。

　宮崎県内の消防団では、年齢18歳以上で
消防団活動に参加できる人を募集していま
す。団員の年齢層は幅広く、自営業者、サラ
リーマン、学生、主婦など様々な人が集まっ
ています。入団希望者は、お住いの市町村役
場又は消防本部へお問い合わせください。

求ム！学生消防団員

学内の消火栓を使う
など、学内でできる
防災活動に取り組み
ます！

消防団の活動を通じ
て、将来は救急救命
士の資格取得を目指
します！

学生消防隊隊長

しい や あや ね

たけ だ とおい

宮崎市消防団木花分団 第5部所属

宮崎市消防団女性分団 所属

竹田 卓生さん

宮崎大学学生消防隊始動
屋内消火栓操法訓練リポート
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ン
バ
ー

が
代
わ
る
代
わ
る
消
火
器
を

手
に
し
、
火
元
と
見
立
て
た

コ
ー
ン
に
向
か
っ
て
放
水
し

ま
し
た
。
挑
戦
し
た
原
田
さ

ん
は
「
小
学
校
の
防
火
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
に
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は

地
域
に
住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
。

　

宮
崎
大
学
の
５
つ
目
の
学
部
と
し
て
平
成
28
年
に
新
設
さ
れ
た
地
域
資

源
創
成
学
部
。
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
の
学
部
で
、「
地
域

の
防
災
を
担
い
た
い
！
」
と
い
う
学
生
有
志
が
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
『
宮

崎
大
学
学
生
消
防
隊
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎

南
消
防
署
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
体
験
訓
練
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

［特集1］

隊員は、男性7名、女性5名の計12名。全員、宮崎大学地域資源創成学部の
1年生です。

宮崎南消防署の隊員から消火栓について説明を受
けるメンバー。みな開けた経験がなく、興味津々。

訓練用の水消火器を使っての消火器訓練。「火事だ！」という
声を合図に、火元に見立てたコーンに向かって放水！

15mのホースを2本つなぎ、火元へとダッシュ。
隊員のきびきびとした模範動作に一同感嘆の声！

ホースを抱えて30m先へ…と、途中でホースが落ちそ
うに。「ここをもっとこう抱えて…」と隊員も走りなが
ら指導。

学生消防隊隊員

椎屋 絢音さん

　消防団員の平均年齢が上昇する中、地域
の防災を支える貴重な人材として期待され
ているのが大学生です。宮崎市では大学生
の消防団活動への参加を促すため、平成28
年6月1日から「宮崎市学生消防団活動認証
制度」を開始しました。
　この制度は、①大学生の消防団入団を促
すこと、②入団して活動する大学生の就職活
動を支援すること、という2つの目的があり
ます。認証の条件は（1）大学生、大学院生、
専修学校生および各種学校生(以下、大学生
など)が対象、（2）在学中に消防団員として
1年以上継続的に消防団活動を行った場合
や、消防団活動で特に優れた功績があった
場合、となっています。企業にとっては認
証を受けた大学生などを採用することで、
災害発生時の早期対応が期待でき、危機管
理体制の強化がはかれるというメリットが
あります。
　定員の都合はありますが、基本的には18
歳以上の健康な人なら誰でも入団すること
ができます。
　県内では、ほかに綾町でも導入していま
す。

　宮崎県内の消防団では、年齢18歳以上で
消防団活動に参加できる人を募集していま
す。団員の年齢層は幅広く、自営業者、サラ
リーマン、学生、主婦など様々な人が集まっ
ています。入団希望者は、お住いの市町村役
場又は消防本部へお問い合わせください。

求ム！学生消防団員

学内の消火栓を使う
など、学内でできる
防災活動に取り組み
ます！

消防団の活動を通じ
て、将来は救急救命
士の資格取得を目指
します！

学生消防隊隊長

しい や あや ね

たけ だ とおい

宮崎市消防団木花分団 第5部所属

宮崎市消防団女性分団 所属

竹田 卓生さん

宮崎大学学生消防隊始動
屋内消火栓操法訓練リポート



｜
地
震
発
生
直
後
の
動
き
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
村
団
長
（
以
下
、
内
村
）　
ま
ず
は

団
員
間
の
連
絡
手
段
で
す
が
、
地
震

発
生
直
後
は
携
帯
電
話
が
通
じ
ず
、

い
ろ
い
ろ
と
試
し
た
と
こ
ろ

L
I
N
E
の
無
料
通
話
が
つ
な
が
り

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
、
緊
急
時
の

集
合
場
所
を
決
め
て
い
て
、
連
絡
が

つ
か
な
く
て
も
そ
こ
に
集
ま
っ
た
分

団
も
あ
り
ま
す
。

𠮷
田
副
団
長
（
以
下
、𠮷
田
）　
前
震

の
直
後
に
集
ま
れ
た
の
は
、
各
分
団

10
人
前
後
で
し
た
。
ま
ず
は
道
路
等
、

被
害
状
況
を
確
認
し
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
を
中
心

に
安
否
状
況
を
確

認
。
そ
の
後
、
避

難
誘
導
を
行
い
ま

し
た
。
山
間
部
で

一
軒
、
火
災
が
発

生
し
た
の
で
、
そ

の
対
応
に
も
当
た

り
ま
し
た
。

内
村　
そ
の
後
も

大
き
な
余
震
は

ひ
っ
き
り
な
し
に

起
こ
り
ま
し
た
。

震
度
5
程
度
の
揺

れ
な
ら
、「
こ
れ

く
ら
い
な
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
錯
覚

に
陥
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
16
日
の
未
明
に
本
震
が

発
生
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
揺
れ
に

よ
っ
て
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き
に

な
っ
た
ご
夫
婦
が
い
た
ん
で
す
。

𠮷
田　
私
も
対
応
に
当
た
っ
た
の
で

す
が
、
2
階
が
1
階
を
押
し
つ
ぶ
し

て
い
る
状
態
で
、
奥
様
が
梁
の
下
敷

き
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
消
防
署

は
、
さ
ら
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
地

域
の
救
助
活
動
に
当
た
っ
て
い
た
た

め
、
消
防
団
が
救
助
に
当
た
り
ま
し

た
。

　

ご
主
人
は
無
事
救
助
で
き
た
も
の

の
ひ
っ
き
り
な
し
に
余
震
が
続
く
中
、

懸
命
の
対
応
を
し
た
の
で
す
が
、
奥

様
は
残
念
な
が
ら
…
。
あ
の
場
に
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の

資
機
材
が
あ
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら

消防団の活動人員

消防団の主な活動

熊本県

延べ活動人員

震災直後の活動

◎消火活動

◎倒壊家屋等からの救助活動

◎土砂災害現場における活動

◎住民の安否確認、避難誘導

その後の活動

◎避難所運営の支援
給水活動、炊き出し、食料配布、搬入支援

◎エコノミークラス症候群の注意喚起
避難所等での呼びかけ

◎被災地域での巡回・警戒活動等
被害確認・空き巣窃盗等の防止等を兼ねた定期的な巡回
土砂崩れの警戒 
堤防一部崩落の応急処置 
立ち入り禁止区域への車両進入の警戒 など

※平成28年5月4日現在（消防庁）

最大活動時人員

約59,000人

大分県

延べ活動人員 約4,700人

約9,200人
※4月15日～5月4日

※4月17日

※4月16日～4月17日
※平成28年4月14日21時26分に震度7（前震）、同月16日1時25分頃に震度7（本震）の地震が熊本地方でそれぞれ発生

災害時に発揮される
消防団の力

［特集2］平成２８年熊本地震における御船町消防団の活動
結
果
は
違
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

｜
消
防
団
員
自
身
、
被
災
さ
れ
な
が

ら
の
活
動
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

内
村　
そ
う
で
す
。
前
震
直
後
は
、

ま
ず
は
身
内
の
安
全
の
確
保
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
、
地
域
の
た

め
に
、
自
分
の
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け
で

消
防
団
活
動
に
。
み
ん
な
本
当
に
良

く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

𠮷
田　
「
地
域
を
守
る
」
と
い
う
気
持

ち
だ
け
で
、
活
動
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
今
回
の
震
災
を
通
じ
て
、
地

域
の
人
か
ら
本
当
に
頼
り
に
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
し
、「
あ
り
が
と
う
」
の
声
が
支
え

に
な
り
ま
し
た
。

｜
震
災
対
応
は
ど
れ
く
ら
続
い
た
の

で
す
か
？

𠮷
田　
一
般
の
団
員
は
４
月
い
っ
ぱ

い
。
本
部
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

明
け
ま
で
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
避
難
所

で
の
物
資
の
配
給
や
、
交
通
誘
導
、
給

水
車
の
時
間
等
の
広
報
活
動
で
し
た
。

内
村　
そ
の
間
、
仕
事
の
融
通
が
利

く
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

人
員
の
確
保
に
は
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

｜
今
回
の
震
災
対
応
を
通
じ
て
感
じ

ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後
の
課
題

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
村　
各
機
関
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
入
っ
て
く
る
情
報
が
二
転

三
転
し
て
、
現
場
に
行
っ
て
み
る
と

話
が
違
う
と
い
う
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
ん
で
す
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援

を
経
験
さ
れ
て
い
た
山
口
県
の
職
員

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
毎
朝
、
消
防

署
、
警
察
、
役
場
、
自
衛
隊
、
消
防
団

が
集
ま
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

は
、
効
率
的
な
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

𠮷
田　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
人

員
の
確
保
、
資
機
材
を
充
実
さ
せ
、
そ

れ
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す

る
こ
と
で
す
ね
。
つ
な
が
り
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
何
か
が
起
き
て
も
お

互
い
に
協
力
し
て
対
応
で
き
ま
す
か

ら
。

内
村　
震
災
後
は
、
各
団
員
の
意
識

が
高
ま
り
、
自
ら
積
極
的
に
動
く
団
員

が
増
え
ま
し
た
。

　

消
防
署
や
役
場
と
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
台
風
が
接
近
し

た
と
き
も
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
は
、
不
幸
な
こ
と
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
の
た
め
に
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成28年4月14日21時26分以降に発生した熊本県を中心とする一
連の地震活動により、家屋の倒壊や大規模な土砂崩れなど甚大な被
害が発生※。各消防団は、震災直後から消火・救助活動、安否確認及
び避難誘導を行うとともに、避難所での活動など地域の安心・安全
を守るための幅広い活動を実施。今回は、大きな被害を受けた熊本
県上益城郡御船町の消防団に当時の状況を伺いました。

前震後、役場に消防団を含む災害対策本部を設置。消
防団は夜通し活動を行う。

御船町消防団
御船町での動き

熊本地震における人的・住家被害（御船町）

人的被害

死者

重傷者

軽傷者

全壊

半壊

一部破壊

2人（震災関連死疑い1人）

7人

10人以上

373件

1,505件（うち大規模半壊287件）

2,174件

住家被害

4月14日 21時26分［前震］　震度5強（マグニチュード6.5）

震度5強など激しい余震が続く中、避難所の設置や、水
や食料の配布などを行う。

4月15日 0時3分　震度5強（マグニチュード6.4）

本震が発生。町内全体のライフラインが絶たれる事態に。
ピーク時には6,300人を超える人が避難生活を送る。

　避難所では、水がないのでトイレを洗浄できないと
いう問題がありました。そこで、消防団では積載車でス
ポーツセンター内のプールの水をくみ上げ、トイレのそ
ばに設置した操法用の水槽へ。これによって、トイレを
洗浄できるようになり、問題を解決することができたの
です。地域に寄り添う消防団ならではの行動ですね。

4月16日 1時25分［本震］　震度6弱（マグニチュード7.3）

※平成28年8月22日現在

※震度は御船町における震度

前震発生直後から4月末まで、のべ2,200人を超える
消防団員が出動し、危険箇所の封鎖、住民の避難誘導、
広報巡回などを行った。

［9分団31班416人］

消防団ならではの機転で
問題を解決！

御船町消防団
内村 光宏 団長

御船町消防団
𠮷田 髙之 副団長

SASUGA!!
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。
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熊本県

延べ活動人員

震災直後の活動

◎消火活動

◎倒壊家屋等からの救助活動

◎土砂災害現場における活動

◎住民の安否確認、避難誘導

その後の活動

◎避難所運営の支援
給水活動、炊き出し、食料配布、搬入支援

◎エコノミークラス症候群の注意喚起
避難所等での呼びかけ

◎被災地域での巡回・警戒活動等
被害確認・空き巣窃盗等の防止等を兼ねた定期的な巡回
土砂崩れの警戒 
堤防一部崩落の応急処置 
立ち入り禁止区域への車両進入の警戒 など

※平成28年5月4日現在（消防庁）

最大活動時人員

約59,000人

大分県

延べ活動人員 約4,700人

約9,200人
※4月15日～5月4日

※4月17日

※4月16日～4月17日
※平成28年4月14日21時26分に震度7（前震）、同月16日1時25分頃に震度7（本震）の地震が熊本地方でそれぞれ発生

災害時に発揮される
消防団の力

［特集2］平成２８年熊本地震における御船町消防団の活動
結
果
は
違
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

｜
消
防
団
員
自
身
、
被
災
さ
れ
な
が

ら
の
活
動
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

内
村　
そ
う
で
す
。
前
震
直
後
は
、

ま
ず
は
身
内
の
安
全
の
確
保
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
、
地
域
の
た

め
に
、
自
分
の
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け
で

消
防
団
活
動
に
。
み
ん
な
本
当
に
良

く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

𠮷
田　
「
地
域
を
守
る
」
と
い
う
気
持

ち
だ
け
で
、
活
動
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
今
回
の
震
災
を
通
じ
て
、
地

域
の
人
か
ら
本
当
に
頼
り
に
さ
れ
て

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
し
、「
あ
り
が
と
う
」
の
声
が
支
え

に
な
り
ま
し
た
。

｜
震
災
対
応
は
ど
れ
く
ら
続
い
た
の

で
す
か
？

𠮷
田　
一
般
の
団
員
は
４
月
い
っ
ぱ

い
。
本
部
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

明
け
ま
で
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
避
難
所

で
の
物
資
の
配
給
や
、
交
通
誘
導
、
給

水
車
の
時
間
等
の
広
報
活
動
で
し
た
。

内
村　
そ
の
間
、
仕
事
の
融
通
が
利

く
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

人
員
の
確
保
に
は
苦
労
し
ま
し
た
ね
。

｜
今
回
の
震
災
対
応
を
通
じ
て
感
じ

ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後
の
課
題

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
村　
各
機
関
で
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
入
っ
て
く
る
情
報
が
二
転

三
転
し
て
、
現
場
に
行
っ
て
み
る
と

話
が
違
う
と
い
う
よ
う
な
状
態
だ
っ

た
ん
で
す
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援

を
経
験
さ
れ
て
い
た
山
口
県
の
職
員

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
毎
朝
、
消
防

署
、
警
察
、
役
場
、
自
衛
隊
、
消
防
団

が
集
ま
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

は
、
効
率
的
な
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

𠮷
田　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
人

員
の
確
保
、
資
機
材
を
充
実
さ
せ
、
そ

れ
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す

る
こ
と
で
す
ね
。
つ
な
が
り
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
何
か
が
起
き
て
も
お

互
い
に
協
力
し
て
対
応
で
き
ま
す
か

ら
。

内
村　
震
災
後
は
、
各
団
員
の
意
識

が
高
ま
り
、
自
ら
積
極
的
に
動
く
団
員

が
増
え
ま
し
た
。

　

消
防
署
や
役
場
と
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
台
風
が
接
近
し

た
と
き
も
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
は
、
不
幸
な
こ
と
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
の
た
め
に
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成28年4月14日21時26分以降に発生した熊本県を中心とする一
連の地震活動により、家屋の倒壊や大規模な土砂崩れなど甚大な被
害が発生※。各消防団は、震災直後から消火・救助活動、安否確認及
び避難誘導を行うとともに、避難所での活動など地域の安心・安全
を守るための幅広い活動を実施。今回は、大きな被害を受けた熊本
県上益城郡御船町の消防団に当時の状況を伺いました。

前震後、役場に消防団を含む災害対策本部を設置。消
防団は夜通し活動を行う。

御船町消防団
御船町での動き

熊本地震における人的・住家被害（御船町）

人的被害

死者

重傷者

軽傷者

全壊

半壊

一部破壊

2人（震災関連死疑い1人）

7人

10人以上

373件

1,505件（うち大規模半壊287件）

2,174件

住家被害

4月14日 21時26分［前震］　震度5強（マグニチュード6.5）

震度5強など激しい余震が続く中、避難所の設置や、水
や食料の配布などを行う。

4月15日 0時3分　震度5強（マグニチュード6.4）

本震が発生。町内全体のライフラインが絶たれる事態に。
ピーク時には6,300人を超える人が避難生活を送る。

　避難所では、水がないのでトイレを洗浄できないと
いう問題がありました。そこで、消防団では積載車でス
ポーツセンター内のプールの水をくみ上げ、トイレのそ
ばに設置した操法用の水槽へ。これによって、トイレを
洗浄できるようになり、問題を解決することができたの
です。地域に寄り添う消防団ならではの行動ですね。

4月16日 1時25分［本震］　震度6弱（マグニチュード7.3）

※平成28年8月22日現在

※震度は御船町における震度

前震発生直後から4月末まで、のべ2,200人を超える
消防団員が出動し、危険箇所の封鎖、住民の避難誘導、
広報巡回などを行った。

［9分団31班416人］

消防団ならではの機転で
問題を解決！

御船町消防団
内村 光宏 団長

御船町消防団
𠮷田 髙之 副団長

SASUGA!!

5 4
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日之影町消防団
第3分団第13部 部長

日之影町消防団
第3分団 第13部

［消防団歴2年］

第13部の料理番

佐竹 健児さん

我ら、消防団員
今回は日之影町消防団を紹介します！

地元の安心
・安全守り

たい！

　

県
で
は
、
県
民
の
「
自
助
」

の
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

県
民
・
事
業
者
・
行
政
機
関
な

ど
に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、

11
月
４
日
（
金
）、
昨
年
度
に

引
き
続
き
２
回
目
と
な
る
県
民

一
斉
防
災
行
動
訓
練
「
み
や
ざ

き
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
様
の
御
協
力
に

よ
り
、
６
８
１
２
２
人
（
３
３

７
団
体
）
に
参
加
登
録
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
以
降
も
こ
の
訓
練

を
実
施
し
て
い
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
多
く
の

県
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

県
民
一
斉
防
災
行
動
訓
練

「
み
や
ざ
き
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
実
施
!!

　

県
で
は
、
消
防
庁
の
「
平

成
28
年
度 

女
性
や
若
者
を
は

じ
め
と
し
た
消
防
団
加
入
促

進
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
、

女
性
や
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
消
防
団
加
入
促
進
の

た
め
の
映
像
「
消
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
像
は
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
と
し

て
放
映
す
る
ほ
か
、
県
の
情

報
を
動
画
で
発
信
す
る
「
宮

崎
県
庁
楠
並
木
ち
ゃ
ん
ね
る
」

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
役
消
防
団
員
も
出
演
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
消
T
U
B
E
」
始
動
!!

　30年以上にわたって、日向市東郷

町で土木・建築・水道施設工事業を

行う三郎建設。20代後半から40代半

ばまで、14名のうち8名と、社員の

半数以上が消防団に所属。社長の黒

木さんももちろん消防団員。会長は

旧東郷町消防団の団長を務められて

いたという、消防団と縁の深い会社

です。

　なぜ、消防団への加入率が高いの

かを尋ねると、「決して強制している

わけではないんですよ（笑）。地元に

お世話になっている企業として、地

域に貢献できることに積極的に取り

組んでいるだけです。消防団活動は

その一環なんですよ」と黒木社長。

　社員のみなさんには、仕事中に消

防団から出動要請があったときは、

仕事より団の活動を優先するように

指導しているのだそうです。出動の

ために抜けた人の仕事は、他の社員

が協力してカバー。そのための連絡

体制も構築しています。

　台風16号で被害が出たときにも、

同社の消防団員たちはさまざまな面

で活躍しました。

　「土木という仕事柄、道をふさぐ障

害物の撤収作業などは、すぐに対応

できますし、迂回路などの道路情報

もすぐに提供できました」と黒木社

長。

　「消防団活動でできた地域とのつな

がりが、仕事に役立つことも結構あ

ります。地域があってこそ、私たち

が仕事をできているんですよ。これ

からも、その地域のために、消防団

活動を通じて貢献していきたいです

ね」

工藤 啓之さん

Topics

DAN!! INFORMATION

の
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

し
、
見
事
、
全
国
消
防
操

法
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
日
之

影
町
消
防
団
第
３
分
団
第
13
部
。

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て

平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
４

月
か
ら
連
日
の
よ
う
に
厳
し
い
練

習
を
行
っ
て
臨
ん
だ
日
之
影
町
大

会
。
そ
の
結
果
は
ま
さ
か
の
２
位
。

３
位
ま
で
は
西
臼
杵
支
部
大
会
に

出
場
で
き
る
の
で
す
が
、
自
信
を

持
っ
て
挑
ん
で
い
た
だ
け
に
、
優

勝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
、
み
ん
な

悔
し
涙
を
流
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
日
之
影
町
は
ど
の
部
も
レ
ベ
ル

が
高
い
の
で
、
ま
ず
は
こ
こ
を
突

破
す
る
の
が
大
変
な
ん
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
厳
し
く
て
、
泥
臭
い
練

習
を
毎
日
重
ね
て
き
ま
し
た
か
ら

ね
」
と
佐
竹
部
長
。

　

そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
な
練
習
を
重
ね
て
挑
ん
だ

西
臼
杵
支
部
大
会
は
、
見
事
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
て
優
勝
。
そ
の
勢

い
の
ま
ま
県
大
会
を
制
し
、
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
「
う
ち
の
強
さ
は
団
結
力
で
す
。

練
習
に
は
要
員
だ
け
で
は
な
く
、

部
員
全
員
が
参
加
し
ま
す
。
前
年

の
要
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
を
指

導
す
る
の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の

先
輩
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
、
部
を

強
く
し
て
い
く
ん
で
す
。
そ
う
や
っ

て
築
き
あ
げ
て
き
た
伝
統
が
結
果

と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

日
之
影
町
消
防
団 

第
３
分
団
第
13
部

県

ど
こ
に
も
負
け
な
い
団
結
力

部
員
み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
全
国
大
会

消防団協力事業所紹介

（株）三郎建設

消防団を通じて地域に貢献

（日向市東郷町）

町内の介護施設に勤務する工藤さんは、8年のキャリアを持つ

ハンターでもあります。第13部の忘年会などで、捕獲した猪

や鹿を自ら料理してふるまうことから、工藤さんについたあだ

名は「13部の料理番」。団活動はもちろん、宴会にも欠かせな

い存在だそうです。「私たちの使命は地域の人々の生命と財産

を守ること。13部は家族のようなつながりがある素晴らしい

部です。これからも、力を合わせて地域のために頑張ります！」

全国大会を前に河野知事を表敬訪問しました。左より、指揮者／戸高昭則さ
ん、1番員／坂本善行さん、2番員／工藤光弘さん、3番員／奈須龍也さん、吸
管補助員／甲斐達也さん

平成22年11月に日向市から、
平成24年2月に消防庁から消
防団協力事業所として認定さ
れています。

イ チ オ シ 団 員

消防団協力事業所表示制度
「消防団協力事業所表
示制度」とは、事業所の
消防団活動への協力が
社会貢献として広く認
められると同時に、事
業所の協力を通じて、
地域防災体制をより一
層充実することを目的
とした制度です。

1

地域あって
こその
会社です

日向市消防団
第9分団 第41部

代表取締役社長

黒木 文也さん

川南町立通山小学校での訓練状況「消TUBE」は1月から配信予定
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ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
実
施
!!

　

県
で
は
、
消
防
庁
の
「
平

成
28
年
度 

女
性
や
若
者
を
は

じ
め
と
し
た
消
防
団
加
入
促

進
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
、

女
性
や
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
消
防
団
加
入
促
進
の

た
め
の
映
像
「
消
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
像
は
、
平
成
29
年

１
月
か
ら
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
と
し

て
放
映
す
る
ほ
か
、
県
の
情

報
を
動
画
で
発
信
す
る
「
宮

崎
県
庁
楠
並
木
ち
ゃ
ん
ね
る
」

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
役
消
防
団
員
も
出
演
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「
消
T
U
B
E
」
始
動
!!

　30年以上にわたって、日向市東郷

町で土木・建築・水道施設工事業を

行う三郎建設。20代後半から40代半

ばまで、14名のうち8名と、社員の

半数以上が消防団に所属。社長の黒

木さんももちろん消防団員。会長は

旧東郷町消防団の団長を務められて

いたという、消防団と縁の深い会社

です。

　なぜ、消防団への加入率が高いの

かを尋ねると、「決して強制している

わけではないんですよ（笑）。地元に

お世話になっている企業として、地

域に貢献できることに積極的に取り

組んでいるだけです。消防団活動は

その一環なんですよ」と黒木社長。

　社員のみなさんには、仕事中に消

防団から出動要請があったときは、

仕事より団の活動を優先するように

指導しているのだそうです。出動の

ために抜けた人の仕事は、他の社員

が協力してカバー。そのための連絡

体制も構築しています。

　台風16号で被害が出たときにも、

同社の消防団員たちはさまざまな面

で活躍しました。

　「土木という仕事柄、道をふさぐ障

害物の撤収作業などは、すぐに対応

できますし、迂回路などの道路情報

もすぐに提供できました」と黒木社

長。

　「消防団活動でできた地域とのつな

がりが、仕事に役立つことも結構あ

ります。地域があってこそ、私たち

が仕事をできているんですよ。これ

からも、その地域のために、消防団

活動を通じて貢献していきたいです

ね」

工藤 啓之さん

Topics

DAN!! INFORMATION

の
消
防
操
法
大
会
で
優
勝

し
、
見
事
、
全
国
消
防
操

法
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
日
之

影
町
消
防
団
第
３
分
団
第
13
部
。

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て

平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
４

月
か
ら
連
日
の
よ
う
に
厳
し
い
練

習
を
行
っ
て
臨
ん
だ
日
之
影
町
大

会
。
そ
の
結
果
は
ま
さ
か
の
２
位
。

３
位
ま
で
は
西
臼
杵
支
部
大
会
に

出
場
で
き
る
の
で
す
が
、
自
信
を

持
っ
て
挑
ん
で
い
た
だ
け
に
、
優

勝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
、
み
ん
な

悔
し
涙
を
流
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
日
之
影
町
は
ど
の
部
も
レ
ベ
ル

が
高
い
の
で
、
ま
ず
は
こ
こ
を
突

破
す
る
の
が
大
変
な
ん
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
厳
し
く
て
、
泥
臭
い
練

習
を
毎
日
重
ね
て
き
ま
し
た
か
ら

ね
」
と
佐
竹
部
長
。

　

そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
な
練
習
を
重
ね
て
挑
ん
だ

西
臼
杵
支
部
大
会
は
、
見
事
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
て
優
勝
。
そ
の
勢

い
の
ま
ま
県
大
会
を
制
し
、
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
「
う
ち
の
強
さ
は
団
結
力
で
す
。

練
習
に
は
要
員
だ
け
で
は
な
く
、

部
員
全
員
が
参
加
し
ま
す
。
前
年

の
要
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
を
指

導
す
る
の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の

先
輩
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
、
部
を

強
く
し
て
い
く
ん
で
す
。
そ
う
や
っ

て
築
き
あ
げ
て
き
た
伝
統
が
結
果

と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

日
之
影
町
消
防
団 

第
３
分
団
第
13
部

県

ど
こ
に
も
負
け
な
い
団
結
力

部
員
み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
全
国
大
会

消防団協力事業所紹介

（株）三郎建設

消防団を通じて地域に貢献

（日向市東郷町）

町内の介護施設に勤務する工藤さんは、8年のキャリアを持つ

ハンターでもあります。第13部の忘年会などで、捕獲した猪

や鹿を自ら料理してふるまうことから、工藤さんについたあだ

名は「13部の料理番」。団活動はもちろん、宴会にも欠かせな

い存在だそうです。「私たちの使命は地域の人々の生命と財産

を守ること。13部は家族のようなつながりがある素晴らしい

部です。これからも、力を合わせて地域のために頑張ります！」

全国大会を前に河野知事を表敬訪問しました。左より、指揮者／戸高昭則さ
ん、1番員／坂本善行さん、2番員／工藤光弘さん、3番員／奈須龍也さん、吸
管補助員／甲斐達也さん

平成22年11月に日向市から、
平成24年2月に消防庁から消
防団協力事業所として認定さ
れています。

イ チ オ シ 団 員

消防団協力事業所表示制度
「消防団協力事業所表
示制度」とは、事業所の
消防団活動への協力が
社会貢献として広く認
められると同時に、事
業所の協力を通じて、
地域防災体制をより一
層充実することを目的
とした制度です。

1

地域あって
こその
会社です

日向市消防団
第9分団 第41部

代表取締役社長

黒木 文也さん

川南町立通山小学校での訓練状況「消TUBE」は1月から配信予定
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地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

宮崎県消防団だより「ダン!!」

宮崎県には、14,793人（平成28年4月1日現在）の消防団
員が、それぞれの職業を持ちながら、火災・地震・風水害か
ら住民の生命と財産を守るためがんばっています。あなた
も、消防団員として活動しませんか？
詳しくは、お住まいの市町村にお問い合わせください。

一人暮らしの高齢者宅を訪
問しての防火点検だったり、
子どもを対象にした防災教
室また、人口呼吸や応急手
当の普及指導など、細やか
な視点を活かしての防災啓
発などを行なっています。

求ム、消防団員!
私にもできることが
あったんだ。

消防団だより「DAN!!」は紙と電子BOOKだけではない！ 
HPのように紙情報をWEBへと展開。さらに読みやすくパワーアップ。

女性の団員も増えています！

団したのは将来実家を継ぐため
に東京から帰って来た20歳の

時。私たちの団では年2回、火床検査
といって各戸を訪問して家の危険箇所
などを見て回ります。同じ地域にいな
がら接する機会のなかった方など、地
域とのつながりができたのが、私に
とって何よりの財産。入団したことで、
仕事でも普段の生活でも、まわりのこ
とを考え、思いやりを持てるように
なったと感じています。

入

県内女性団員

342人

園
田 

和
貴
さ
ん

都
城
市
消
防
団

高
城
方
面
隊
第
３
部

か
ず　

 

き

団したのは将来実家を継ぐため
歳の

時。私たちの団では年2回、火床検査
といって各戸を訪問して家の危険箇所
などを見て回ります。同じ地域にいな
がら接する機会のなかった方など、地
域とのつながりができたのが、私に
とって何よりの財産。入団したことで、
仕事でも普段の生活でも、まわりのこ
とを考え、思いやりを持てるように

園
田
和
貴
さ
ん

都
城
市
消
防
団

高
城
方
面
隊
第
３
部

か
ず　

き

消防団だより「DAN!!」
特設サイトへ

過去のアーカイブも
WEB記事として閲覧可能です

スマホやタブレットはこちらから。

［特集1］屋内消火栓体験訓練リポート

宮崎大学学生消防隊始動
宮崎大学の５つ目の学部として平成28年に新設さ
れた地域資源創生学部。地域づくりのリーダーを
育てるこの学部で、「地域の防災を担いたい！」と
いう学生有志が集まり、サークル『宮大学生消防
隊』が発足しました。ここではメンバーが宮崎…

総務省消防庁のホームページ
http://www.fdma.go.jp/

宮崎県防災・危機管理情報のホームページ
http://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-kikikanri/
kurashi/bosai/bosai_kikikanri_joho.html

消防防災関連
情報！！

［特集1］屋内消火栓操法訓練リポート

［特集2］平成28年熊本地震における御船町消防団の活動

宮崎大学学生消防隊始動

災害時に発揮される
消防団の力

電子ブック

「DAN!!」Vol.1

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.2

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.3

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.4

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.5

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.6

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.7

PDF

電子ブック

「DAN!!」Vol.8

PDF

［特集2］熊本地震における御船町消防団の活動

災害時に発揮される消防団の力
平成28年4月14日21時26分以降に発生した熊本
県を中心とする一連の地震活動により、家屋の倒
壊や大規模な土砂崩れなど甚大な被害が発生。各
消防団は、震災直後から消火・救助活動、安否確
認及び避難誘導を行うとともに、避難所での活動

S P E C I A L  I S S U E

M O V I E

B A C K  N U M B E R

消防団ってどんなことするの？
都農町消防団に潜入レポート

久保雪ちゃんが本音に迫る！
団員座談会

女性だけの消防団をご存知ですか？
日南市女性消防部訪問

１泊２日親子で学ぶ防災キャンプ
消防団による出前講座

走れ! レッドホーク!
えびの市消防団防災バイク隊

変身! FIRE FIGHTERS
都城市消防団高城方面隊

全国女性消防操法大会に
出場してきました！

電子BOOKは
こちら!!

PDF版

消防団員募集

ARC H I V E S

延岡市消防団女性消防隊 活動リポート

消防団の定員を40名
大幅増員！

その裏に込められた綾町消防団の思い

地域を守る！親子で守る！
西米良村消防団第3部 濵砂さんファミリー

結束力で乗り越えた危機
新燃岳噴火における高原町消防団の活動

検索消防DAN

43

学生消防団活動認証制度

　
10
月
某
日
、
宮
崎
南
消
防
署
に

は
、
９
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

し
た
。
サ
ー
ク
ル
自
体
が
発
足
し

て
間
も
な
い
中
、
今
回
の
訓
練
は

南
消
防
署
の
全
面
協
力
の
も
と
で
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
初
は
さ

す
が
に
み
な
緊
張
の
面
持
ち
。
訓
練

が
始
ま
る
と
、
署
員
の
一
挙
手
一
投

足
を
見
逃
す
ま
い
と
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
屋
内
消
火
栓
操
法
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
屋
内
消
火
栓
の
仕
組
み

や
基
本
的
な
動
作
に
つ
い
て
、
署
員

か
ら
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
は
消
火
栓
を
開
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？ 

こ
の
消
火
栓
は

学
校
や
大
き
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
で
、
15
m
の

ホ
ー
ス
が
２
つ
入
っ
て
い
て
、
火
災

の
際
は
２
つ
を
つ
な
げ
、
30
m
の

ホ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
消
火

栓
の
中
に
は
30
m
の
ホ
ー
ス
が
１
本

丸
ま
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
」（
署
員
）。
メ
ン
バ
ー

は
み
な
消
火
栓
を
開
け
た
経
験
が
な

い
そ
う
で
「
小
学
生
の
時
に
先
生
か

ら
遊
び
で
開
け
て
は
ダ
メ
と
言
わ
れ

て
い
た
の
で
、
中
を
見
た
の
は
初
め

て
で
す
」「
中
は
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ

て
る
ん
で
す
ね
！
」
と
興
味
津
々
。

署
員
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
、
メ
ン
バ
ー
も
ホ
ー
ス
を
30
m
先

ま
で
運
び
、放
水
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ス
を
抱
え
た
椎
屋
さ
ん
は

「
ホ
ー
ス
を
抱
え
た
の
も
初
め
て
。

は
た
か
ら
見
て
い
る
と
簡
単
そ
う
で

以
来
な
の
で
、と
て
も
新
鮮
で
し
た
」

と
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。

　
最
後
は
署
員
の
皆
さ
ん
の
計
ら
い

で
、
は
し
ご
車
に
試
乗
で
き
る
こ
と

に
。
約
20
ｍ
の
高
さ
に
上
昇
し
た
メ

ン
バ
ー
は
口
々
に
「
高
ー
い
！
」「
う

わ
ー
！
」な
ど
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
、

下
で
待
つ
メ
ン
バ
ー
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、
滅
多
に

で
き
な
い
体
験
に
大
喜
び
で
し
た
。

　
設
立
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
竹
田

卓
生
さ
ん
は
、
学
生
が
消
防
団
で
活

動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
万
が
一
の

時
に
動
け
る
メ
ン
バ
ー
が
常
に
学
内

に
居
続
け
る
こ
と
が
大
学
や
周
辺
地

域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
る
と
話

し
ま
す
。「
そ
の
た
め
に
も
、
み
ん

な
が
地
元
の
消
防
団
で
活
動
し
な
が

ら
、
学
内
で
も
消
火
栓
を
使
っ
た
訓

練
な
ど
を
継
続
し
て
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
が
理
想
で
す
。
災
害
の
時
に

本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
地
域
に

住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
」（
竹

田
さ
ん
）。
将
来
は
公
務
員
や
消
防

士
な
ど
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材

に
な
り
た
い
と
口
を
揃
え
る
メ
ン

バ
ー
。
本
県
の
地
域
防
災
を
担
う
未

来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ざ
と

い
う
時
に
使
え
る
よ
う
に
訓
練
し
て

お
か
な
く
て
は
、
と
思
い
ま
し
た
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
操
法
訓
練
の
後
は
、
水
消
火
器
に

よ
る
消
火
訓
練
。
ま
ず
署
員
か
ら
消

火
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
ま
し
た
。「
消
火
器
は
、

一
家
に
１
台
は
用
意
し
て
お

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ち
な
み
に
、
消
火
器
は

１
年
に
１
回
ぐ
ら
い
は
こ
う

し
て
（
顔
の
辺
り
ま
で
持
ち

上
げ
て
）
振
っ
て
あ
げ
る
と

長
持
ち
す
る
ん
で
す
よ
」（
署

員
）。
訓
練
で
は
メ
ン
バ
ー

が
代
わ
る
代
わ
る
消
火
器
を

手
に
し
、
火
元
と
見
立
て
た

コ
ー
ン
に
向
か
っ
て
放
水
し

ま
し
た
。
挑
戦
し
た
原
田
さ

ん
は
「
小
学
校
の
防
火
訓
練

い
ざ
と
い
う
時
に
本
当
に
頼
り
に
な
る
の
は

地
域
に
住
む
消
防
団
員
だ
と
思
い
ま
す
。

　
宮
崎
大
学
の
５
つ
目
の
学
部
と
し
て
平
成
28
年
に
新
設
さ
れ
た
地
域
資

源
創
成
学
部
。
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
の
学
部
で
、「
地
域

の
防
災
を
担
い
た
い
！
」
と
い
う
学
生
有
志
が
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
『
宮

崎
大
学
学
生
消
防
隊
』
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎

南
消
防
署
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
体
験
訓
練
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

［特集1］

隊員は、男性7名、女性5名の計12名。全員、宮崎大学地域資源創成学部の
1年生です。

宮崎南消防署の隊員から消火栓について説明を受
けるメンバー。みな開けた経験がなく、興味津々。

訓練用の水消火器を使っての消火器訓練。「火事だ！」という
声を合図に、火元に見立てたコーンに向かって放水！

15mのホースを2本つなぎ、火元へとダッシュ。
隊員のきびきびとした模範動作に一同感嘆の声！

ホースを抱えて30m先へ…と、途中でホースが落ちそ
うに。「ここをもっとこう抱えて…」と隊員も走りなが
ら指導。

学生消防隊隊員

椎屋 絢音さん

　消防団員の平均年齢が上昇する中、地域
の防災を支える貴重な人材として期待され
ているのが大学生です。宮崎市では大学生
の消防団活動への参加を促すため、平成28
年6月1日から「宮崎市学生消防団活動認証
制度」を開始しました。
　この制度は、①大学生の消防団入団を促
すこと、②入団して活動する大学生の就職活
動を支援すること、という2つの目的があり
ます。認証の条件は（1）大学生、大学院生、
専修学校生および各種学校生(以下、大学生
など)が対象、（2）在学中に消防団員として
1年以上継続的に消防団活動を行った場合
や、消防団活動で特に優れた功績があった
場合、となっています。企業にとっては認
証を受けた大学生などを採用することで、
災害発生時の早期対応が期待でき、危機管
理体制の強化がはかれるというメリットが
あります。
　定員の都合はありますが、基本的には18
歳以上の健康な人なら誰でも入団すること
ができます。
　県内では、ほかに綾町でも導入していま
す。

　宮崎県内の消防団では、年齢18歳以上で
消防団活動に参加できる人を募集していま
す。団員の年齢層は幅広く、自営業者、サラ
リーマン、学生、主婦など様々な人が集まっ
ています。入団希望者は、お住いの市町村役
場又は消防本部へお問い合わせください。

求ム！学生消防団員

学内の消火栓を使う
など、学内でできる
防災活動に取り組み
ます！

消防団の活動を通じ
て、将来は救急救命
士の資格取得を目指
します！

学生消防隊隊長

しい や あや ね

たけ だ とおい

宮崎市消防団木花分団 第5部所属

宮崎市消防団女性分団 所属

竹田 卓生さん

宮崎大学学生消防隊始動
屋内消火栓操法訓練リポート

紙版：消防団だより「DAN!!
」特集ページ

地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

［特集2］屋内消火栓体験訓練リポート

宮崎大学学生消防隊始動

いざという時に本当に頼りになるのは地域に住む消防団員だと思います。

　宮崎大学の５つ目の学部として平成28年に新設された地域資源創生学部。地
域づくりのリーダーを育てるこの学部で、「地域の防災を担いたい！」という学
生有志が集まり、サークル『宮大学生消防隊』が発足しました。ここではメンバー
が宮崎南消防署の協力を得て行った体験訓練の様子をリポートします。

　10月某日、宮崎南消防署には、９名のメンバーが集まりました。サークル自体
が発足して間もない中、今回の訓練は南消防署の全面協力のもとで行われるこ
ともあって、最初はさすがにみな緊張の面持ち。それでも訓練が始まると、隊員
の一挙手一投足を見逃すまいと、真剣なまなざしで追う姿が見られました。
　訓練は消火栓を使った操法からスタート。きびんな動作を繰り返し重ねてい
くふだんの操法訓練とは異なり、消火栓の仕組みや基本的な動作を学ぶ和やか
なムードで進行しました。「皆さんは消火栓を開けたことがありますか？ この
消火栓は学校や大きなスーパーなどに設置されているタイプで、15mのホース

S P E C I A L  I S S U E

全国女性消防操法大会に
出場してきました！

電子BOOKは
こちら!!

PDF版

消防団員募集

ARC H I V E S

延岡市消防団女性消防隊 活動リポート

消防団の定員を40名
大幅増員！

その裏に込められた綾町消防団の思い

地域を守る！親子で守る！
西米良村消防団第3部 濵砂さんファミリー

結束力で乗り越えた危機
新燃岳噴火における高原町消防団の活動

地域の安全のために『一致団結！』

宮崎県消防団だより「ダン!!」

新燃岳噴火における高原町消防団の活動

結束力で乗り越えた危機

　平成23年１月26日（水）15時40分。噴火とともに、上空高く噴煙を上げる新燃
岳。澄んだ空にはっきりと稜線を描いていた高千穂峰の姿は、あっという間に煙の
なかに消えてしまった。
　この様子を、火口から９㎞ほどのところにある自宅の２階から見ていた高原
町消防団長の弘田留助さんは、足が震えるのを止められなかったといいます。
　「本当に突然の出来事でした。前年の８月と９月に小規模な爆発があったので
すが、それ以降は何事もなかったので、まったく警戒をしていませんでした。新燃
岳は昭和34年に水蒸気爆発をおこしているのですが、今回のように噴煙を上げて
の噴火は、私を含め、みんな初めての経験でした。」と当時を振り返る弘田団長。

　その日の深夜には、さらに火山活動が活発になり、高原町は保健福祉センター
を自主避難場所として開放しました。　「火口からは火柱が上がり、地響きと空振
が一晩中続きました。27日の未明から、火口より６㎞ほどに位置する皇子地区の町
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WEB版：消防団だより「DAN
!!」特集ページ

突然起きた非常事態

WEBやスマホでは縦スクロールの方が断然、読みやすい!
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